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本
紙

号
外

第
五
四
〇
八
号
か
ら

第
五
四
二
七
号
ま
で

第
二
〇
七
号
か
ら

第
二
二
九
号
ま
で

特
第
二
五
号

法
律
・
政
令
・
条
約
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
公
布
の
日
に
「
法
令
の
あ
ら

ま
し
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
◎
凡

例

R
件
名
の
上
の
ゴ
シ
ッ
ク
数
字
は
番
号
を
示
す
。

S
件
名
の
下
の
数
字
の
う
ち
、
上
段
は
掲
載
日
、
中
段
の
ア
ラ
ビ
ア
数

字
は
号
外
番
号
、
下
段
は
ペ
ー
ジ
を
示
す
。
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法

律

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

日

号
外

ペ
ー
ジ

四
九

平
成
二
十
二
年
四
月
以
降
に

お
い
て
発
生
が
確
認
さ
れ
た

口
蹄
疫
に
起
因
し
て
生
じ
た

事
態
に
対
処
す
る
た
め
の
手

当
金
等
に
つ
い
て
の
個
人
の

道
府
県
民
税
及
び
市
町
村
民

税
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法

律

二
九

二

五
〇

平
成
二
十
二
年
四
月
以
降
に

お
い
て
発
生
が
確
認
さ
れ
た

口
蹄
疫
に
起
因
し
て
生
じ
た

事
態
に
対
処
す
る
た
め
の
手

当
金
等
に
つ
い
て
の
所
得
税

及
び
法
人
税
の
臨
時
特
例
に

関
す
る
法
律

二
九

三

政

令

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

二
〇
八

国
際
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る

防
衛
省
の
職
員
の
処
遇
等
に

関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部

を
改
正
す
る
政
令

一

二

二
〇
九

防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に

関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部

を
改
正
す
る
政
令

一

二

二
一
〇

独
立
行
政
法
人
年
金
・
健
康

保
険
福
祉
施
設
整
理
機
構
法

施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る

政
令

一
四
215

一

二
一
一

通
貨
の
単
位
及
び
貨
幣
の
発

行
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令

の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

一
四
215

一

二
一
二

戦
後
強
制
抑
留
者
に
係
る
問

題
に
関
す
る
特
別
措
置
法
附

則
第
二
条
の
政
令
で
定
め
る

日
を
定
め
る
政
令

一
五

二

二
一
三

地
方
自
治
法
第
二
百
五
十
二

条
の
二
十
二
第
一
項
の
中
核

市
の
指
定
に
関
す
る
政
令
の

一
部
を
改
正
す
る
政
令

二
〇

二

二
一
四

所
得
税
法
施
行
令
の
一
部
を

改
正
す
る
政
令

二
〇

二

二
一
五

刑
法
及
び
刑
事
訴
訟
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部

の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令

二
二

二

二
一
六

押
収
物
還
付
公
告
令
の
一
部

を
改
正
す
る
政
令

二
二

二

二
一
七

在
外
公
館
に
勤
務
す
る
外
務

公
務
員
の
在
勤
基
本
手
当
の

額
並
び
に
住
居
手
当
に
係
る

控
除
額
及
び
限
度
額
を
定
め

る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る

政
令

二
七
225

二

二
一
八

薬
事
法
施
行
令
の
一
部
を
改

正
す
る
政
令

二
七
225

一
〇

二
一
九

厚
生
年
金
保
険
の
保
険
給
付

及
び
国
民
年
金
の
給
付
の
支

払
の
遅
延
に
係
る
加
算
金
の

支
給
に
関
す
る
法
律
施
行
令

の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

二
七
225

一
〇

二
二
〇

平
成
二
十
二
年
九
月
四
日
か

ら
同
月
九
日
ま
で
の
間
の
暴

風
雨
及
び
豪
雨
に
よ
る
神
奈

川
県
足
柄
上
郡
山
北
町
及
び

静
岡
県
駿
東
郡
小
山
町
の
区

域
に
係
る
災
害
に
つ
い
て
の

激
甚
災
害
並
び
に
こ
れ
に
対

し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定

に
関
す
る
政
令

二
七
225

一
一

二
二
一

平
成
二
十
二
年
四
月
以
降
に

お
い
て
発
生
が
確
認
さ
れ
た

口
蹄
疫
に
起
因
し
て
生
じ
た

事
態
に
対
処
す
る
た
め
の
手

当
金
等
に
つ
い
て
の
個
人
の

道
府
県
民
税
及
び
市
町
村
民

税
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法

律
施
行
令

二
九

三

二
二
二

平
成
二
十
二
年
四
月
以
降
に

お
い
て
発
生
が
確
認
さ
れ
た

口
蹄
疫
に
起
因
し
て
生
じ
た

事
態
に
対
処
す
る
た
め
の
手

当
金
等
に
つ
い
て
の
所
得
税

及
び
法
人
税
の
臨
時
特
例
に

関
す
る
法
律
施
行
令

二
九

四

最

高

裁

規

則

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

七

民
事
訴
訟
法
第
百
三
十
二
条

の
十
第
一
項
に
規
定
す
る
電

子
情
報
処
理
組
織
を
用
い
て

取
り
扱
う
督
促
手
続
に
関
す

る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則

一

三

府

令

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

〇
内

閣

府

四
六

人
事
統
計
報
告
に
関
す
る
内

閣
府
令
の
一
部
を
改
正
す
る

内
閣
府
令

一

三

四
七

有
価
証
券
の
取
引
等
の
規
制

に
関
す
る
内
閣
府
令
の
特
例

に
関
す
る
内
閣
府
令

二
九

五

省

令

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

〇
総

務

省

八
九

無
線
設
備
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令

一
四

二

九
〇

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事

業
特
別
基
金
等
に
関
す
る
省

令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

一
八

二

九
一

端
末
設
備
等
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令

二
五

二

九
二

端
末
機
器
の
技
術
基
準
適
合

認
定
等
に
関
す
る
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令

二
五

三

九
三

電
波
法
施
行
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令

二
六
224

一

九
四

無
線
設
備
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
省
令

二
六
224

一

九
五

特
定
無
線
設
備
の
技
術
基
準

適
合
証
明
等
に
関
す
る
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

二
六
224

五

九
六

特
別
交
付
税
に
関
す
る
省
令

の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

二
九
228

二

˜
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